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○環境省「一般廃棄物処理実態調査結果（2017年度）」によると、群馬県の１人１日当たりの

ごみ排出量（生活系ごみ＋事業系ごみ注）は986ｇで、全国平均の920ｇより多く、都道府県

別順位（少ない順）では40位（ワースト８位）であった（図表１）。また、生活系ごみでみる

と、全国47位と最下位であった（事業系ごみでは全国５位）。

○ごみ総排出量に占める再生利用量（資源として回収した量）の割合であるリサイクル率でみ

ても、本県は15.1％と全国平均の20.2％より低く、全国40位となっている（図表２）。

○本県の１人１日当たりごみ排出量の推移をみると、07年度は1153ｇであったが、17年度ま

での10年間で167ｇ減少している（図表３）。一方で、本県のリサイクル率については、07

年度以降ほぼ横ばいの状況が続いている（図表４）。また、全国をみると、ごみ排出量、リサ

イクル率ともに本県とほぼ同様な動きをしている。

○県内では、各市町村がごみの分別回収や有料化などにより、排出量削減に取り組んでいる。また、

群馬県でも「第二次群馬県循環型社会づくり推進計画」を策定し、市町村のごみ排出量削減

施策の支援などを行っている。
注：生活系ごみ…日常生活により排出されるごみ　事業系ごみ…事業活動により排出されるごみ

（担当：半田浩己）

【一口メモ】
群馬県が16年３月に策定した「第二次群馬県循環型社会づくり推進計画」では、2019年度の１人１日
当たりのごみ排出量を913ｇ以下に、同リサイクル率を25％以上とする目標を立てている。そのためには、
日常生活におけるマイバッグの利用、食べきり・使い切り、店頭回収BOXの利用、ごみ分別の徹底など、
１人ひとりの実践が重要としている。

群馬県の１人１日当たりのごみ排出量は多く全国ワースト８位

図表１　１人１日当たりのごみ排出量（2017年度）　 図表２　リサイクル率（2017年度）

順位 都道府県名 排出量
合　計

うち生活系
ごみ

うち事業系
ごみ

1 長　野 817 559 258
2 滋　賀 830 604 225
3 京　都 843 529 314
4 埼　玉 858 659 199
5 神奈川 858 647 211

（中　略）
40 群　馬 986 751 236

（以下略）
全国平均 920 641 279

順位 都道府県名 リサイクル率
1 鳥　取 31.2
2 山　口 30.8
3 岡　山 29.6
4 三　重 27.2
5 埼　玉 24.9

（中　略）
40 群　馬 15.1

（以下略）
全国平均 20.2

（単位：ｇ） （単位：%）

図表３　１人１日当たりごみ排出量推移 図表４　リサイクル率推移　
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資料：図表１～４　環境省「一般廃棄物処理実態調査結果」
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